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3/27 晴のち曇 今年は 登山口にまだ
2m近t籠舌力ち る.

宿の御主人 こよると,炸よりlm以上多いと
のこと.
登山口からはやはうシュプ→ /たくさん
あり いつも登りにtrうルー トにもしっかり
トレースがあったのでそのまますわせてもら

う。今朝は格技岐で-10℃まで冷え込み―
部クラストしておリスキーアイゼン

“

吏う。

今期2度目の費事助ま また 快晴だった。
大戸沢岳まoそ のまま シールで進む。快
適な種線漫歩だ力ヽ フコ効下 り坂なのが気に

なる。大F赫 14は ~lklま まだわ
詢、西方の山は中 つあるが東方の山には

春のい よ`くさしている。

滑り出しはややウインドクラスト知味だつ

た力佛 書にスキーセ滑ら,Ъ しかし、下るに
つれて クラストがきつくなつ つ0,こ よ
全面完全モナカ雪となる。しかも 山頂から
離れるにしたがいサインカープを枯くように

,臓がきっくなる。全面完全モナカ+無立木
寿 I価+30動 面である。くやしいかな
回せな0、 仕方なく,潤ヽ キックターン
で下る。ⅢЭ中では 今度また来るこ 今度
は同してやるム と叫びながら.カヨ沢是根
1卦め薔第しており 鰤 ヽヽ尺にはいる。こ
の沢!よ5っ たより広く快道である、もちろん

水は雪の■ 白銀の斜は 。大戸沢餞

からの滑降ルートとして|よ この桑,Fを
■う方が適当に思える。鋤 |ヽ尺から下汰F
沢の出合

`ム

勤 1ヽ沢側力ψ し切れている.

このたみ いつた ●p17大戸翔 台

地に■かつてから下大戸沢に

"り

込むと良い

。この下メ炉lPもとでも明るく広い沢ζ こ

れまた気卜ち力嗅 t、 また ここからのぞむ
大戸沢岳から三岩,の綾練は鋭いひださえ夏
せて 会津動とはまた違った印象を与える。
三岩沢ι浸0■■ もし濁降できれば素晴らし
い力ヽ 荀調には十分麒 るだろう。広い

下大戸沢を快適に滑り、下大戸沢スノーシェ

ッドの僣悧支猥I出口に出る.lFをうまく使っ

たお力ヽナこ
=ナ
カにもカカ わヽらす標高讐12

mmを 1時間
`分
で下る。さらにラッキーな

ことに、国道に下りですぐ13閣脚

“

守バスが

来で あっという間に宿に民れた。天気はす
でに晏りだ力ヽ なんとか′った。
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